
 

 

平成 29 年 5 月 10 日 
各 位 

会 社 名 株式会社 西日本フィナンシャルホールディングス 
代表者名 取締役社長   谷川 浩道 

（コード番号：7189 東証第一部、福証） 
問合せ先 経営企画部長  本田 隆茂 

（TEL 092‐476‐5050） 

剰余金の配当（増配）に関するお知らせ 

当社は、平成 29 年 5 月 10 日開催の取締役会において、平成 29 年 6 月 29 日開催予定の定

時株主総会に、下記のとおり平成 29 年 3 月 31 日を基準日とする剰余金の配当について付議

することを決議しましたのでお知らせします。 

記 

１．配当の内容 

 
決定額 

直近の期末配当予想

（平成29年2月6日）

（ご参考） 
株式会社西日本シテ

ィ銀行の前期実績 
基 準 日 平成 29 年 3 月 31 日 同左 平成 28 年 3 月 31 日

1 株当たり配当金 17 円 50 銭 12 円 50 銭 17 円 50 銭 
配 当 金 総 額 3,142 百万円 ― 2,747 百万円 
効 力 発 生 日 平成 29 年 6 月 30 日 ― 平成 28 年 6 月 30 日

配 当 原 資 利益剰余金 ― 利益剰余金 
（注）1 当社は平成 28 年 10 月 3 日設立のため、前期実績は記載していません。 

2 当社と株式会社西日本シティ銀行の株式移転比率（株式会社西日本シティ銀行の普

通株式 1 株に対して当社普通株式 0.2 株を割当て）を勘案した 1 株当たり配当金を「当

社ベース」とします。株式会社西日本シティ銀行の前期実績の 1 株当たり配当金 3 円

50 銭は当社ベースでは 17 円 50 銭となります。 

２．理由 
当社は、銀行持株会社の公共性と経営の健全性維持の観点から、適正な内部留保の充実

による財務体質の強化と株主の皆さまへの安定的な配当の継続実施を基本方針とし、具体

的には、1 株につき年間 25 円の安定配当をベースに、親会社株主に帰属する当期純利益に

対する総還元性向 25％程度を当面の目安とし、その時々の経済情勢や財務状況、業績見通

し等も勘案しつつ、各期の還元内容を決定することとしています。 
平成 29 年 3 月期の期末配当につきましては、平成 29 年 3 月期の業績を踏まえ、株主総

会の承認を前提に、前回予想の 1 株当たり 12 円 50 銭から 5 円増配し、17 円 50 銭の配当

を実施することとしました。 
この結果、当期の 1 株当たりの年間配当金は、既に実施しました中間配当における 12

円 50 銭（株式会社西日本シティ銀行が行った 2 円 50 銭の中間配当を当社ベースに換算）

と合わせて 30 円となります。 

（ご参考）1 株当たりの年間配当金の内訳 
 第 2 四半期末 期末 合計 
当期（平成 29 年 3 月期） 12 円 50 銭※ 17 円 50 銭 30 円 00 銭 
前期（平成 28 年 3 月期） 12 円 50 銭※ 17 円 50 銭※ 30 円 00 銭※ 

※ 株式会社西日本シティ銀行が行った配当は、当社ベースに換算しています。 

以上 
 

 《本件に関するご照会先》 

経営企画部 葦名、鶴崎 TEL 092‐461‐1867 


